
 

 

 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

（Ⅰ）教育に関する目標 

（２）教育の実施体制等に関する目標 

＜特記すべき点＞（改善を要する点） 

 

【原文】 

「○FD事業の推進 中期目標（小項目） 

「教員の教育能力及び指導能力等の向上

を図る。」のうち、中期計画「授業評価調

査や授業に関する研究会等のFD（ファカル

ティ・ディベロップメント）事業を推進す

る。」について、授業評価に関して、授業

担当者への評価結果のフィードバックや自

己点検レポートの提出を求めており、FD講

演会や新任教員研修、FD研修会等が行われ

ているものの、教員の参加率から積極的に

取り組んでいるとはいえず、１科目ごとの

授業アンケートの実施が２年に１回にとど

まるなど、FD事業の推進が十分にはなされ

ていない。（中期計画1-2-2-1）」 

 

【申立内容】 

上記の改善を要する点を削除願いたい。 

加えて、「（評価結果）中期目標の達成

状況が不十分である」を「（評価結果）中

期目標の達成状況がおおむね良好である」

に変更願いたい。 

 

【理由】 

 中期計画「授業評価調査や授業に関する

研究会等のFD（ファカルティ・ディベロッ

プメント）事業を推進する。」について、 

FD事業における教員の参加状況は、事業の

目的や参加対象教員によって異なるが、年

間を通していずれかのFD事業に参加してい

る教員数が教員総数に占める割合は、平成 

22年度の69%から平成27年度の88%へと年々

【対応】 

 原案のとおりとする。 

 

【理由】 

 当該中期計画について、意見の内容を考

慮しても、FD（ファカルティ・ディベロッ

プメント）事業を十分に推進しているとは

いえない。 

なお、意見の内容については、達成状況

報告書等から確認できない。 

中 期 目 標 の 達 成 状 況 に 関 す る 評 価 結 果 
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増加傾向にある。 

（FD事業における教員の参加率の推移） 
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 このように、FD事業に対して教員が積極

的に取り組む方向に進んでおり、また、今

後も引き続き FD 事業参加率を限りなく

100%に近づけるよう教員への周知徹底等を

図ることを考えている。 

 

 以上の事情を踏まえて、本学としては、

FD事業の推進に向けて取り組んでおり、 

「中期目標の達成状況がおおむね良好であ

る」と考えているため、今般の評定につい

て、再度、御一考いただくようお願いした

い。 
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